
♧本書の特色と構成♧

1本書は，数学Aについて，総まとめと大学入試へ向けての基礎力の完成を目的と

して編集されています。

2全体は6講座から成り，各講座とも1～1.5時間が標準授業時間です。

3各講座の構成は以下の通りです。

①パターンの習得…… 例題として取り上げた最も重要でかつ応用範囲の広い典型

パターン問題や，その類題・関連問題を解くことで解法に

習熟します。

②演 習…… 例題レベルを変形した問題や，やや発展した内容の問題を

扱うことで，さまざまなタイプの問題に対応できる応用力

を養成します。
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2　 第 1講座　場合の数

パターンの習得

1 100以下の自然数のうちで，次の数はいくつあるか。

⑴　3または6で割り切れる数 ⑵ 3でも5でも割り切れない数

⑶ 3，4，5  の少なくとも1つで割り切れる数
解法のポイント ⑴　n(A¡B)=n(A)+n(B)-n(A⁄B)  の利用。　⑵　n(A¡B)の利用。

⑶ n(A¡B¡C)=n(A)+n(B)+n(C)-n(A⁄B)-n(B⁄C)-n(C⁄A)

　　　　 　　+n(A⁄B⁄C)の利用。

例題 1　集合の要素の個数

2 　　　1から100までの自然数のうちで，次の数はいくつあるか。

⑴ 3または7で割り切れる数

⑵ 3で割り切れるが7では割り切れない数

⑶　3でも7でも割り切れない数

⑷　4で割り切れるが3や7では割り切れない数

3 次の問いに答えよ。

⑴ 大小2個のさいころを同時に投げるとき，目の数の和が5の倍数である場合は何通り

あるか。

⑵　72の正の約数はいくつあるか。
解法のポイント ⑴　目の数の和が5か10で，和の法則。　⑵　72=23*32  で，積の法則の利用。

例題 2　場合の数

4 　　　次の問いに答えよ。

⑴ 大小2個のさいころを投げるとき，目の数の積が3の倍数になる場合は何通りあるか。

⑵ りんご3個，かき5個，みかん6個がある。この中から，4個取り出す方法は何通りある

か。

⑶ 右の図の4つの部分を，赤，黒，青，黄の4色のうち何色かを

用いて塗り分けたい。隣り合う部分は異なる色を用いるとすれば，

塗り方は何通りあるか。
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第 1講座　場合の数　 3

5 次の問いに答えよ。

⑴ 5枚の異なった色の紙から4枚取り出し，1列に並べる方法は何通りあるか。

⑵ 5人が手をつないで輪をつくるとき，並び方は何通りあるか。

⑶ 4人が1回ジャンケンをするとき，その手の出し方は何通りあるか。
解法のポイント ⑴　順列 nPr　　⑵　円順列(n-1)!　　⑶　重複順列 nr

例題 3　順列

6 　　　次の問いに答えよ。

⑴ 男子4人，女子3人が1列に並ぶとき，女子3人が皆隣り合う並び方は何通りあるか。

⑵ 男子4人，女子4人が1列に並ぶとき，男女が交互に並ぶ並び方は何通りあるか。

⑶ 両親と子供4人が円形テーブルに着席するとき，父と母が隣り合う場合は何通りあるか。

⑷ 2進法で6桁の数(100011，110010など)は，何個あるか。

7 a，b，c，d，e  の5文字をすべて用いて辞書式に並べる並べ方について，次の問いに答えよ。

⑴ 15番目の文字列を求めよ。 ⑵ cbeadは何番目の文字列か。

8 次の問いに答えよ。

⑴ 9人を2人，3人，4人に分ける方法は何通りあるか。

⑵ 9人を3人ずつ，3つのグループに分ける方法は何通りあるか。

⑶ 赤球2個，白球3個，黄球4個を1列に並べる方法は何通りあるか。
解法のポイント ⑴，⑵　組分けの問題では，組の区別が付くか付かないかに注意する。

　 ⑶ 同じものを含む順列 n !
p ! q ! r ! …　(p+q+r+…=n)

例題 4　組合せ

9 　　　次の問いに答えよ。

⑴ 9人を3人ずつ A，B，C の3つのグループに分ける方法は何通りあるか。

⑵ 9人を A，B，C の3つの部屋に2人，3人，4人に分ける方法は何通りあるか。

⑶ 5個の数字  1，2，2，3，3  を用いてできる5桁の整数はいくつあるか。

10 次の問いに答えよ。

⑴ 5本の平行線が他の6本の平行線と交わっている。これらの平行線によってできる平行四

辺形は全部で何個あるか。

⑵ 5個の数字  1，2，2，3，3  から3個使ってできる3桁の整数はいくつあるか。

⑶ 正十角形の対角線は全部で何本あるか。
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4　 第 1講座　場合の数

演　　習
11 全体集合Uと，その部分集合  A，B について，n(U)=50，n(A)=28，n(A⁄B)=20，

n(A¡B)=40  であるとき，n(A¡B)，n(A⁄B)，n(B)を求めよ。

12 100人の生徒にA，B2問の試験を行ったところ，Aが解けた生徒は63人，Bが解けた生徒

は52人であった。このとき，2題とも解けた生徒は ⑴  人以上いる。また，両方とも解けな

かった生徒は多くて ⑵  人までである。

13 2桁の整数を  N=10a+b  とするとき，a，b  が次の条件を満たすものは何個あるか。

　　　放物線  ¥=b≈2-a≈+1  が≈軸と異なる2点で交わる。

14 次の問いに答えよ。

⑴ 5個の数字  0，1，2，3，4  を並べて5桁の整数をつくるとき，小さい方から数えて40番目

の数を求めよ。

⑵ 8個の異なる色の玉から5個の玉を使って腕輪をつくるとき，何通りのつくり方があるか。

15 proportion  の10文字を1列に並べるとき，次のような並べ方は何通りあるか。

⑴ 並べ方の総数 ⑵ tはnより左にある

⑶ pはすべてrより左にある ⑷ pとoはすべて奇数番目にある

16 3桁の自然数nの百の位，十の位，一の位の数字をそれぞれ  ≈，¥，z  とするとき，次の条件

を満たすnは何個あるか。

⑴ ≈>¥ ⑵ ≈<¥<z

17 　　　6個のりんごを3個のかごに入れるとき，次の場合についてりんごの入れ方は何通り

あるか。ただし，どのかごについても，そのかごに入れるりんごの数に制限はないものとし，

また，空のかごがあってもよいものとする。

⑴ りんごもかごも区別できるとき ⑵ りんごもかごも区別できないとき

⑶ りんごは区別できて，かごが区別できないとき

⑷ りんごは区別できなくて，かごが区別できるとき

ヒント　⑴　重複順列　　⑵　直接，数えあげる。　⑶　場合分けした組合せの問題。　⑷　重複組合せ
で，nHr=n+r-1Cr  または，場合分けをして求めてもよい。

発展

演習

発展発展

ヒント

パターンの習得

演　習

演　習SAM
PLE



第 2講座　確 率 ⑴　 5

パターンの習得

1 2つのさいころを同時に投げるとき，次の確率を求めよ。

⑴　2つとも3の倍数の目が出る確率

⑵ 出る目の数の和が7となる確率
解法のポイント ⑴ 2つとも3か6の目が出る確率　　⑵　(1，6)など，数えあげる。

例題 1　確率の意味

2 　　　2つのさいころを同時に投げるとき，次の確率を求めよ。

⑴ 同じ目が出る確率

⑵ 出る目の数の積が奇数である確率

⑶ 出る目の数の和が素数である確率

3 赤球5個と白球3個が入っている袋から，よくかき混ぜて3個の球を同時に取り出すと

き，次の確率を求めよ。

⑴　3個とも赤球である確率

　⑵　赤球が1個，白球が2個である確率
解法のポイント 組合せの考え方で求める。取り出し方は全部で 8C3 通り。

例題 2　確率の求め方

4 　　　10本のくじの中に当たりくじが4本入っている。このくじを同時に3本引くとき，次

の確率を求めよ。

⑴ 3本とも当たりくじである確率

⑵ 当たりくじが1本だけである確率

5 A，B，C，D，E，F の6文字を1列に並べるとき，次の確率を求めよ。

⑴ A，B が両端に並ぶ確率

⑵ A，B が隣り合う確率
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6　 第 2講座　確 率 ⑴

6 赤球3個，白球4個，青球5個が入っている袋から，よくかき混ぜて3個の球を同時に

取り出すとき，次の確率を求めよ。

⑴ 3個とも同じ色である確率 ⑵ 青球が2個以上出る確率

⑶ 少なくとも1個は白球である確率 ⑷ 少なくとも2個は同じ色である確率
解法のポイント ⑴　「すべて赤球」または「すべて白球」または「すべて青球」
　 ⑵　「青球が2個」または「青球が3個」　　⑶　白球が含まれない確率を利用。

例題 3　排反事象の加法定理，余事象

7 　　　15本のくじの中に当たりくじが5本入っている。このくじを同時に4本引くとき，次

の確率を求めよ。

　⑴　当たりくじが3本以上出る確率

⑵ 当たりくじが少なくとも1本出る確率

8 　　　赤球4個，白球5個，青球3個が入った袋から，同時に4個の球を取り出すとき，次

の確率を求めよ。

⑴ どの色の球も含まれる確率

⑵ 球の色が2色以上である確率

⑶ 少なくとも3個は同じ色の球である確率

9 1から100までの数字が書かれたカードが1枚ずつ，計100枚ある。この中から1枚のカ

ードを抜き取るとき，次の問いに答えよ。

　⑴ そのカードの数が4の倍数または5の倍数である確率を求めよ。

⑵ そのカードの数が3の倍数でも5の倍数でもない確率を求めよ。
解法のポイント 事象  A，B が互いに排反でないとき，P(A¡B)=P(A)+P(B)-P(A⁄B)

　 ⑵ 余事象の確率を利用する。

例題 4　和事象の確率

10 　　　次の問いに答えよ。

⑴ ジョーカーを除いた52枚のトランプから1枚を抜き取るとき，それがスペードまたは絵札

である確率を求めよ。

⑵ 1から9までの番号がついたカードが1枚ずつ，計9枚ある。この中から2枚取り出すと

き，2枚とも奇数または，2枚の数の和が8以下である確率を求めよ。
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第 2講座　確 率 ⑴　 7

演　　習
11 りんご6個となし4個がばらばらに入っている箱から，2個のくだものを同時に取り出すと

き，次の確率を求めよ。

⑴ 2個ともりんごである確率 ⑵　りんご1個，なし1個である確率

12 男子8人，女子2人が1列に並ぶとき，次の確率を求めよ。

⑴ 女子2人が隣り合う確率 ⑵ 女子2人の間に男子1人が入る確率

13 甲が3個，乙が2個の硬貨を投げるとき，次の確率を求めよ。

⑴ 同数の表が出る確率 ⑵ 乙が甲より多く表を出す確率

⑶ 甲が乙より多く表を出す確率

14 大小2つのさいころをふり，出た目をそれぞれ  a，b  とするとき，次の確率を求めよ。

⑴ ab≥20  となる確率 ⑵ ab が3で割り切れる確率

15 箱の中に赤球5個，白球2個，青球3個が入っている。この箱から5個の球を同時に取り出

すとき，次の確率を求めよ。

⑴ 赤球が1個，白球が2個，青球が2個含まれる確率

⑵ 赤球の個数が一番多くなる確率

⑶ 赤球の個数と白球の個数が等しくなる確率

16 男子4人，女子4人の合計8人が，2人ずつ4組に分かれるとき，どの組も男女1人ずつの

組になる確率を求めよ。

17 　　　3つのさいころを同時にふるとき，出る目の最大値と最小値を考える。次の問いに答

えよ。

⑴ 最大値が3かつ最小値が2となる確率を求めよ。

⑵ 最大値と最小値の差が2以上となる確率を求めよ。

ヒント　⑴　2つの目が3で1つの目が2の場合と，2つの目が2で1つの目が3の場合がある。
⑵ 「最大値と最小値の差が1以下」の余事象である。
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第 1講座　場合の数
【p.2】

　⑴　3，6  で割り切れる数の個数をそれぞれ
n(A)，n(B) とすると，n(A)=33，n(B)=16

　また，n(A⁄B)=16　よって，
n(A¡B)=n(A)+n(B)-n(A⁄B)=33

⑵ 5で割り切れる数の個数を n(C) とおくと，
n(C)=20，n(A⁄C)=6  より，
n(A¡C)=n(A)+n(C)-n(A⁄C)

=33+20-6=47

n(A⁄C)=n(A¡C)=100-47=53

⑶ 4で割り切れる数の個数を n(D) とおくと，
　n(D)=25，n(A⁄D)=8，n(D⁄C)=5，
n(C⁄A)=6，n(A⁄D⁄C)=1  より，
n(A¡D¡C)=n(A)+n(D)+n(C)

-n(A⁄D)-n(D⁄C)-n(C⁄A)

+n(A⁄D⁄C)

=33+25+20-8-5-6+1=60

⑴ 43 ⑵ 29 ⑶ 57 ⑷ 15

⑴ 7通り　　⑵　72=23*32  より，12個
⑴ 20通り

⑵ りんごを≈個とすると，≈=0  のとき5通り，
≈=1  のとき4通り，≈=2  のとき3通り，≈=3

のとき2通り。よって，5+4+3+2=14(通り)

⑶ AとCが異なる色のとき
4*3*2*2=48(通り)

　AとCが同じ色のとき
　4*3*1*3=36(通り)

　よって，48+36=84(通り)

【p.3】
　⑴ 5P4=120(通り)

⑵ (5-1)!=24(通り) ⑶ 34=81(通り)

　⑴ 5 !*3 !=720(通り)

⑵ 4 !*4 !*2=1152(通り)

⑶ (5-1)!*2=48(通り) ⑷ 25=32(個)

　⑴ ad○○○ という文字列の3番目だから，
adcbe

⑵ 4 !+4 !+3 !+2 !+2 !+1=59(番目)

　⑴ 9C2*7C3*4C4=1260(通り)

⑵ 9C3*6C3*3C3

3 !
=280(通り)

⑶ 9 !
2 ! 3 ! 4 !

=1260(通り)

1

2
3
4

A

C
B D

5

6

7

8

　⑴ 9C3*6C3*3C3=1680(通り)

⑵ 9C2*7C3*4C4*3 !=7560(通り)

⑶ 5 !
1 ! 2 ! 2 !

=30(個)

　⑴ 5C2*6C2=150(個)

⑵ 3個の数字のとり方は(1，2，3)，(1，2，2)，
(1，3，3)，(2，2，3)，(2，3，3)より，
3!+3*4=18(個)

⑶ 10C2-10=35(本)

【p.4】
　n(A¡B)=n(A⁄B)=50-20=30

n(A⁄B)=n(A¡B)=50-40=10

n(B)=n(A¡B)-n(A)+n(A⁄B)

=40-28+20=32

　⑴ 2題とも解けなかった人が0人のとき，2

題とも解けた人が最も少なくなる。
よって，求める人数を≈人とすると，
≈=63+52-100=15

⑵ 「2題とも解けた人の人数」=「B  が解けた人
の人数」となるとき，2題とも解けなかった人
が最も多くなる。よって，求める人数を¥人と
すると，
¥=100-63=37

　条件より，b≈2-a≈+1=0  の判別式をDとする
と，D=a2-4b>0，b—0  ……①
①を満たす(a，b)の組は，
(3，1～2)，(4，1～3)，(5，1～6)，(6，1～8)，
(7，1～9)，(8，1～9)，(9，1～9)である。
よって，2+3+6+8+9+9+9=46(個)

　⑴ 万の位が1のとき，4P4=24，万の位が2

のとき，千の位が  0，1  のときはどれも  3P3=6

よって，24+2*6=36　よって，万の位が2，
千の位が3の数のうち，小さい方から40番目は
23140

⑵ 8個の玉から5個を選ぶ順列は 8P5 通り。こ
れを円形に並べ，更に裏返すことができる場合
であるから，腕輪のつくり方は全部で，
8P5

5
*

1
2

=672(通り)

　⑴ 10 !
2 ! 2 ! 3 ! 1 ! 1 ! 1 !

=151200(通り)

⑵ tとnは順番が決まるので，並べる場所だけ
考えると，10C2 通り。残りの8文字は同じもの
を含む順列で並べると，全部で

9

10

11

12

13

14

15
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10C2*
8 !

2 ! 2 ! 3 ! 1 !
=75600(通り)

⑶ 2個のpと2個のrは順番が決まるので，並
べる場所だけ考えると，10C4 通り。残りの6文
字は同じものを含む順列で並べると，全部で

10C4*
6 !

3 ! 1 ! 1 ! 1 !
=25200(通り)

⑷ 2個のpと3個のoを奇数番目に並べる並べ

方は， 5 !
2 ! 3 !

(通り)であるから，全部で

5 !
2 ! 3 !

*
5 !

2 ! 1 ! 1 ! 1 !
=600(通り)

　　⑴ 条件より百の位に0がくることはないから，
0～9の10個から2個選び，大きい方を≈とする。
よって，10C2*10=450(個)

⑵ 1～9の9個から3個選び，小さい方から  ≈，
¥，z  とする。よって，9C3=84(個)

　　⑴ 重複順列より，36=729(通り)

⑵ (0，0，6)，(0，1，5)，(0，2，4)，
(0，3，3)，(1，1，4)，(1，2，3)，(2，2，2)

の7通り
⑶ ⑵の7通りのそれぞれについてりんごを区別

することを考える。
　(0，0，6)のとき1通り，(0，1，5)のとき
　6C1=6(通り)，(0，2，4)のとき  6C2=15(通り)，
　(0，3，3)  のとき  6C3÷2=10(通り)，(1，1，4)

のとき  6C1·5C1÷2=15(通り)，(1，2，3)のとき
6C1·5C2=60(通り)，(2，2，2)のとき

　6C2·4C2÷6=15(通り)　以上より，
　1+6+15+10+15+60+15=122(通り)

⑷ 異なる3つのかごから重複を許して6個とる
組合せと同じだから，

　3H6=3+6-1C6=8C2=28(通り)

第 2講座　確 率 ⑴
【p.5】

　　⑴　 4
36

=
1
9

　　⑵　 6
36

=
1
6

　　⑴　 1
6

⑵　 1
4

　　⑶　 15
36

=
5
12

　　⑴ 5C3

8C3
=

5
28

　　⑵ 5C1·3C2

8C3
=

15
56

　　⑴ 4C3

10C3
=

1
30

　　⑵　 4C1·6C2

10C3
=

1
2

　⑴　 4 !*2
6 !

=
1
15

　　⑵　 5 !*2
6 !

=
1
3

【p.6】
　　⑴ 赤色3個，白色3個，青色3個の場合があ

16

17

1

2

3

4

5

6

るから， 3C3+4C3+5C3

12C3
=

3
44

⑵ (青2，赤1)または(青2，白1)と(青3)

の場合があるから，
5C2·3C1+5C2·4C1+5C3

12C3
=

4
11

⑶ 白がない場合の余事象を考えて，

1- 8C3

12C3
=1-

14
55

=
41
55

⑷ すべて異なる場合の余事象だから，

1- 3C1·4C1·5C1

12C3
=

8
11

　　⑴ 3本と4本が当たる場合があるから，
5C3·10C1

15C4
+ 5C4

15C4
=

1
13

⑵ すべてはずれの余事象を考えて，

1- 10C4

15C4
=1-

2
13

=
11
13

　　⑴ (赤，赤，白，青)，(赤，白，白，青)，
(赤，白，青，青)の場合があるから，
4C2·5C1·3C1+4C1·5C2·3C1+4C1·5C1·3C2

12C4
=

6
11

⑵　球の色が1色である場合の余事象だから，

1-( 4C4

12C4
+ 5C4

12C4
)=

163
165

⑶ 2個が同じ色の球である場合の余事象である。
2個が同じ色の場合は，

　［1］　球の色が3色　　［2］　球の色が2色

　の2つの場合があり，［1］の確率は，⑴より 6
11

　また，［2］は，(赤，赤，白，白)，
　(赤，赤，青，青)(白，白，青，青)の場合があ

るから，確率は，
4C2·5C2

12C4
+ 4C2·3C2

12C4
+ 5C2·3C2

12C4
=

12
55

　よって，求める確率は，

1-( 6
11

+
12
55)=

13
55

　　⑴ 4の倍数である事象をA，5の倍数である
事象をBとすると，求める確率は，
P(A¡B)=P(A)+P(B)-P(A⁄B)

= 25C1

100C1
+ 20C1

100C1
- 5C1

100C1
=

2
5

⑵ 3の倍数である事象をCとすると，求める確
率は，P(C¡B) である。
15の倍数は，{15·1，15·2，……，15·6}より6

個あるから，
P(C¡B)=P(C)+P(B)-P(C⁄B)

7

8

9

─  3  ─

= 33C1

100C1
+ 20C1

100C1
- 6C1

100C1
=

47
100

　よって，求める確率は，1-
47
100

=
53
100

　　⑴　スペードかつ絵札は3枚あるから，求める

確率は， 13C1

52C1
+ 12C1

52C1
- 3C1

52C1
=

11
26

⑵　2枚の和が8以下になるのは，(1，2)，
(1，3)，(1，4)，(1，5)，(1，6)，(1，7)，
(2，3)，(2，4)，(2，5)，(2，6)，(3，4)

(3，5)の12通りで，このうち，2枚とも奇数
であるのは下線をつけた4通りだから，求める

確率は， 5C2

9C2
+ 12C1

9C2
- 4C1

9C2
=

1
2

【p.7】

　　⑴　 6C2

10C2
=

1
3

　　⑵　 6C1·4C1

10C2
=

8
15

　　⑴　 9 !*2 !
10 !

=
1
5

⑵　 女男女 を1つとみなして，(2 !*8)*8 !
10 !

=
8
45

　　⑴　 甲 210
乙 210

より， 3C2*1+3C1·2C1+1
25 =

5
16

⑵　 甲 001
乙 122

より， 2+1+3
25 =

3
16

⑶　⑴，⑵の余事象より，1-( 5
16

+
3
16)=

1
2

　　⑴　ab≥20  となるのは，(a，b)=(4，5)，
(4，6)，(5，4)，(5，5)，(5，6)，(6，4)，
(6，5)，(6，6)の8通り。

　よって， 8
36

=
2
9

⑵　abが3で割り切れないのは，a，bともに3

の倍数でない，すなわち，{1，2，4，5}のい
ずれかであるから，4*4=16(通り)

　よって，求める確率は，

1-
16
36

=
5
9

　　⑴　 5C1·2C2·3C2

10C5
=

5
84

⑵　［1］　赤5個，［2］　赤4個　［3］　赤3個の
場合がある。［2］，［3］の残りの球は，白球，青
球からどのように選んでもよいから，求める確
率は，
5C5

10C5
+ 5C4·5C1

10C5
+ 5C3·5C2

10C5
=

1
2

⑶　(赤1個，白1個，青3個)，
(赤2個，白2個，青1個)の場合があるから，

10

11

12

13

14

15

5C1·2C1·3C3

10C5
+ 5C2·2C2·3C1

10C5
=

10
63

8人を2人ずつの4組に分ける分け方の総数は，
8C2·6C2·4C2·2C2

4 !
=105

このうち，男女1人ずつの4組になるのは，まず
男子を1人ずつ4組に分けておいて，それぞれの
組に，女子を1人ずつ入れると考えればよいから，
分け方の総数は，4C1·3C1·2C1=24

よって，求める確率は， 24
105

=
8
35

　　⑴　次の2つの場合がある。
［1］ 2つの目が3で，1つの目が2

［2］ 1つの目が3で，2つの目が2

［1］，［2］とも3通りずつあるから，求める確率

は， 3
63 +

3
63 =

1
36

⑵　最大値と最小値の差が1以下となる事象をA

とすると，Aの余事象である。また，Aは次の
2つの場合がある。

［1］　最大値と最小値の差が0

［2］　最大値と最小値の差が1

［1］は，3つとも同じ目が出る場合で，6通り。
［2］は，(最大値，最小値)=(2，1)，(3，2)，
(4，3)，(5，4)，(6，5)となる場合があり，
⑴と同様に考えてそれぞれ6通りある。

　よって，求める確率は，
6
63 +

5*6
63 =

1
6

第 3講座　確 率 ⑵
【p.8】

　　⑴　 3
8

*
4
10

=
3
20

⑵　(A，B)=(赤，赤)，(白，白)の場合がある

から， 3
8

*
6
10

+
5
8

*
4
10

=
19
40

　　⑴　次の2つの取り出し方がある。
［1］ Aから赤球2個，Bから赤球2個
［2］ Aから白球2個，Bから白球2個
よって，求める確率は，
3C2

7C2
* 5C2

7C2
+ 4C2

7C2
* 2C2

7C2
=

4
49

⑵　次の3つの取り出し方がある
［1］ Aから赤球2個，Bから白球2個
［2］ Aから白球2個，Bから赤球2個
［3］ A，Bそれぞれから赤球1個，白球1個
よって，求める確率は，

16

17

1

2
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10C2*
8 !

2 ! 2 ! 3 ! 1 !
=75600(通り)

⑶　2個のpと2個のrは順番が決まるので，並
べる場所だけ考えると，10C4 通り。残りの6文
字は同じものを含む順列で並べると，全部で

10C4*
6 !

3 ! 1 ! 1 ! 1 !
=25200(通り)

⑷　2個のpと3個のoを奇数番目に並べる並べ

方は， 5 !
2 ! 3 !

(通り)であるから，全部で

5 !
2 ! 3 !

*
5 !

2 ! 1 ! 1 ! 1 !
=600(通り)

　　⑴　条件より百の位に0がくることはないから，
0～9の10個から2個選び，大きい方を≈とする。
よって，10C2*10=450(個)

⑵　1～9の9個から3個選び，小さい方から ≈，
¥，z とする。よって，9C3=84(個)

　　⑴　重複順列より，36=729(通り)

⑵　(0，0，6)，(0，1，5)，(0，2，4)，
(0，3，3)，(1，1，4)，(1，2，3)，(2，2，2)

の7通り
⑶　⑵の7通りのそれぞれについてりんごを区別

することを考える。
(0，0，6)のとき1通り，(0，1，5)のとき
6C1=6(通り)，(0，2，4)のとき 6C2=15(通り)，
(0，3，3)  のとき 6C3÷2=10(通り)，(1，1，4)

のとき 6C1·5C1÷2=15(通り)，(1，2，3)のとき
6C1·5C2=60(通り)，(2，2，2)のとき
6C2·4C2÷6=15(通り)　以上より，
1+6+15+10+15+60+15=122(通り)

⑷　異なる3つのかごから重複を許して6個とる
組合せと同じだから，
3H6=3+6-1C6=8C2=28(通り)

第 2講座　確 率 ⑴
【p.5】

　　⑴　 4
36

=
1
9

　　⑵　 6
36

=
1
6

　　⑴　 1
6

　　⑵　 1
4

　　⑶　 15
36

=
5
12

　　⑴　 5C3

8C3
=

5
28

　　⑵　 5C1·3C2

8C3
=

15
56

　　⑴　 4C3

10C3
=

1
30

　　⑵　 4C1·6C2

10C3
=

1
2

　⑴　 4 !*2
6 !

=
1
15

　　⑵　 5 !*2
6 !

=
1
3

【p.6】
　　⑴　赤色3個，白色3個，青色3個の場合があ

16

17

1

2

3

4

5

6

るから， 3C3+4C3+5C3

12C3
=

3
44

⑵　(青2，赤1)または(青2，白1)と(青3)

の場合があるから，
5C2·3C1+5C2·4C1+5C3

12C3
=

4
11

⑶　白がない場合の余事象を考えて，

1- 8C3

12C3
=1-

14
55

=
41
55

⑷　すべて異なる場合の余事象だから，

1- 3C1·4C1·5C1

12C3
=

8
11

　　⑴　3本と4本が当たる場合があるから，
5C3·10C1

15C4
+ 5C4

15C4
=

1
13

⑵　すべてはずれの余事象を考えて，

1- 10C4

15C4
=1-

2
13

=
11
13

　　⑴　(赤，赤，白，青)，(赤，白，白，青)，
(赤，白，青，青)の場合があるから，
4C2·5C1·3C1+4C1·5C2·3C1+4C1·5C1·3C2

12C4
=

6
11

⑵　球の色が1色である場合の余事象だから，

1-( 4C4

12C4
+ 5C4

12C4
)=

163
165

⑶　2個が同じ色の球である場合の余事象である。
2個が同じ色の場合は，

［1］　球の色が3色　　［2］　球の色が2色

　の2つの場合があり，［1］の確率は，⑴より 6
11

　また，［2］は，(赤，赤，白，白)，
(赤，赤，青，青)(白，白，青，青)の場合があ
るから，確率は，
4C2·5C2

12C4
+ 4C2·3C2

12C4
+ 5C2·3C2

12C4
=

12
55

　よって，求める確率は，

1-( 6
11

+
12
55)=

13
55

　　⑴　4の倍数である事象をA，5の倍数である
事象をBとすると，求める確率は，
P(A¡B)=P(A)+P(B)-P(A⁄B)

 = 25C1

100C1
+ 20C1

100C1
- 5C1

100C1
=

2
5

⑵　3の倍数である事象をCとすると，求める確
率は，P(C¡B) である。
15の倍数は，{15·1，15·2，……，15·6}より6

個あるから，
P(C¡B)=P(C)+P(B)-P(C⁄B)

7

8

9

─  3  ─

= 33C1

100C1
+ 20C1

100C1
- 6C1

100C1
=

47
100

　よって，求める確率は，1-
47
100

=
53
100

　　⑴ スペードかつ絵札は3枚あるから，求める

確率は， 13C1

52C1
+ 12C1

52C1
- 3C1

52C1
=

11
26

⑵　2枚の和が8以下になるのは，(1，2)，
　(1，3)，(1，4)，(1，5)，(1，6)，(1，7)，
　(2，3)，(2，4)，(2，5)，(2，6)，(3，4)

　(3，5)の12通りで，このうち，2枚とも奇数
であるのは下線をつけた4通りだから，求める

確率は， 5C2

9C2
+ 12C1

9C2
- 4C1

9C2
=

1
2

【p.7】

　　⑴　 6C2

10C2
=

1
3

　　⑵　 6C1·4C1

10C2
=

8
15

　　⑴　 9 !*2 !
10 !

=
1
5

⑵　 女男女
 
を1つとみなして，(2 !*8)*8 !

10 !
=

8
45

　　⑴　 甲 210
乙 210
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⑵　［1］　赤5個，［2］　赤4個　［3］　赤3個の
場合がある。［2］，［3］の残りの球は，白球，青
球からどのように選んでもよいから，求める確
率は，
5C5

10C5
+ 5C4·5C1

10C5
+ 5C3·5C2

10C5
=

1
2

⑶　(赤1個，白1個，青3個)，
(赤2個，白2個，青1個)の場合があるから，

10

11

12

13

14

15

5C1·2C1·3C3

10C5
+ 5C2·2C2·3C1

10C5
=

10
63

8人を2人ずつの4組に分ける分け方の総数は，
8C2·6C2·4C2·2C2

4 !
=105

このうち，男女1人ずつの4組になるのは，まず
男子を1人ずつ4組に分けておいて，それぞれの
組に，女子を1人ずつ入れると考えればよいから，
分け方の総数は，4C1·3C1·2C1=24

よって，求める確率は， 24
105

=
8
35

　　⑴　次の2つの場合がある。
［1］ 2つの目が3で，1つの目が2

［2］ 1つの目が3で，2つの目が2

［1］，［2］とも3通りずつあるから，求める確率

は， 3
63 +

3
63 =

1
36

⑵　最大値と最小値の差が1以下となる事象をA

とすると，Aの余事象である。また，Aは次の
2つの場合がある。

［1］　最大値と最小値の差が0

［2］　最大値と最小値の差が1

［1］は，3つとも同じ目が出る場合で，6通り。
［2］は，(最大値，最小値)=(2，1)，(3，2)，
(4，3)，(5，4)，(6，5)となる場合があり，
⑴と同様に考えてそれぞれ6通りある。

　よって，求める確率は，
6
63 +

5*6
63 =

1
6

第 3講座　確 率 ⑵
【p.8】

　　⑴　 3
8

*
4
10

=
3
20

⑵　(A，B)=(赤，赤)，(白，白)の場合がある

から， 3
8

*
6
10

+
5
8

*
4
10

=
19
40

　　⑴　次の2つの取り出し方がある。
［1］ Aから赤球2個，Bから赤球2個
［2］ Aから白球2個，Bから白球2個
よって，求める確率は，
3C2

7C2
* 5C2

7C2
+ 4C2

7C2
* 2C2

7C2
=

4
49

⑵　次の3つの取り出し方がある
［1］ Aから赤球2個，Bから白球2個
［2］ Aから白球2個，Bから赤球2個
［3］ A，Bそれぞれから赤球1個，白球1個
よって，求める確率は，

16

17

1

2

の余事象であるから

1－ 16 ＝
5
6

1
6
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